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1. はじめに 

 １章の「はじめに」では、本事業に至った経緯について説明する。最初に、教員の育成

を取り巻く環境や現状、課題について述べる。その上で、その課題についてどのように取

り組むのか、本事業のアプローチ（研修成果可視化システム）について概説する。これら

を踏まえて、最後に、本事業の目的について整理する。  

1.1. 教員の育成を取り巻く環境 

IoT による技術革新や AIの発展をはじめとする Society 5.0 時代の到来に際して、こ

れからの時代が今後どのようなものに変わっていくのかを予測することは困難である。科

学技術や価値観が急激に変化し続ける時代においては、文部科学省（2021）の掲げる「令

和の日本型学校教育」を担う高度な資質・能力を有する教員の育成が急務となっている。 

多様化するニーズ、変化の激しい教育環境に対応するためには、より高度な教員の資

質・能力の向上、そのための研修の高度化が必須となる。研修が教員の資質・能力の向上

に寄与するものでなければならないことは言うまでもないことである。さらに言えば、研

修を通じて向上した資質・能力は、学校現場における授業や校務における成果につながる

（「研修転移（中原ら 2018）」が生じる）ことで初めて意味をもつ。中央教育審議会答申

（2022）においても、教員自身の学びを転換し、「新たな教師の学びの姿」（個別最適な学

び、協働的な学びの充実を通じた、「主体的・対話的で深い学び」）を実現することが求め

られている（研修観の転換）。常に変化し続ける教育環境に対応することができる資質・

能力を有する教員の育成の重要性がうかがえる。 

 

1.2. これまでの教員研修の現状 

教育委員会や教育センターでは、これまで多岐にわたる研修が指導主事を中心に企画、

実施されてきた。2022 年 5 月に教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する

法律が公布され（文部科学省 2022）、教員免許更新制が発展的に解消された現在、指導主

事のリーダーシップのもと推進される教員研修は一層重要性を増していくものだと捉えら

れる。一方で、研修転移を考えた場合、いくつもの課題があると考えられる。中原ら

(2022)は、企業等の研修について、これまで研修転移という意識が希薄であり、例えば、

研修の評価を、現場が改善したかどうかということではなく、研修後のアンケートの満足

度によって判断するということが行われてきた、と指摘している。この指摘は、教員研修

も例外ではないと考えられる。実際に、本事業に当たって指導主事を対象に実施したイン

タビュー（表 1-1）からは、研修転移の可能性を阻む課題が複数あることが見えてきた。

例えば、企画段階で現場のニーズの掘り下げが無いまま前年度までの流れや内容を踏襲し
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ているケース。また、研修後のアンケートがその場の満足感を捉えるのみで研修転移を見

据えたものになっていないため、研修を改善するケース等があげられる。 
 
表 1-1 本事業の事前調査として指導主事を対象に実施したインタビュー内容の一部抜粋 

インタビュー対象 
インタビュー内容の一部抜粋 

（教員の学びが活性化されなかった研修、その原因はなにか） 

指導主事 A ・受講者側にニーズがない、押しつけのような研修。  
・学校から要請された研修も、依頼者と受講者に間に熱量の差があ

り、受講者の必要としているところに刺さらないと難しい。 
・各校１名の受講を依頼し、悉皆として設定している研修 

指導主事 B ・事前の準備が不十分で、当日の説明がうまくいかなかった。 
・過去の受講者等にヒアリングをするものの、それ以外の人達への

想像力がはたらかなかった。  
・人数が増えると多様化して難易度があがる 。  
・時間設定や集団作り（校種等）の失敗 。  
・目的を共有するのが難しい。 
・ワークショップは何が起こるのか予測しにくい   

指導主事 C ・明確な正解を求める受講者が多い一方で、「こういうものです

よ」と言い切れないケース。 
・相手のニーズとのズレがあるのでしっくりいかないままで終わっ

てしまう 

 
「ニーズがない」「相手のニーズとのズレがあるのでしっくりいかないままでおわって

しまう」とあるように、教員研修は企画・実施する指導主事と受講者である教員との間で

ニーズのズレが生じる事態が起こり得る。教員研修当日に受講者とのニーズのズレに直面

した指導主事は「相手がほしがっていることに刺さらないと難しい」「ヒアリングをする

ものの、それ以外の人達のことを考える必要があるものの想像力がはたらかなかった」と

感じ、互いのニーズの擦り合わせが上手くいかなかった場合に教員研修が「押しつけの研

修」となり得るのである。 
「研修の参加者の割合」「時間設定」「目的を共有する」「人数」「校種」など、教員研修

をより良いものにしようにも考慮するべき点は多い。このような検討するべき点が数多く

存在する教員研修は、その特性上「正解があるわけではない」テーマや内容になることが

主であり、受講者である教員に対して「こういうものですよと言い切れない」シーンも多

い。指導主事が独力で教員研修を企画・実施する場合、「改善したいけど改善しきれてい

ない部分」が生じることは不可避である。以上のように、教員研修について改善するべき

点や当日の即興的な対応に難しさを感じる指導主事がいる可能性が推察される。 



   
 

 6/54  
 

ここで、上述した教員研修の実施状況を捉え直してみたい。これまでに前年度の内容の

踏襲や一方的な伝達にとどまりがちであった教員研修は、今後の取り組み次第で教員の資

質・能力の一層の向上に寄与する研修へと変わる可能性を秘めていると捉えることも可能

なのではないだろうか。すなわち、教員の資質・能力の向上に資するためには、それを支

援、実現させるための場である教員研修の企画や実施を充実させるプロセスを確立させる

ことが求められると言えよう。以降では、教員研修の企画や実施を充実させるプロセスを

検討するにあたり、教員研修に求められることについて論じる。 
 

1.3. 教員研修に求められる仕組みと課題 

教員研修は本来、参加した教員が「研修での学びがその後の学校における実践に確かに

活用されている」「研修転移（研修で学んだことが現場で実践され、成果が生み出される

こと）が十分に起きている」状態になることを目指して企画、実施する必要がある。しか

し、研修転移が生じるまでの研修評価や教員研修の成果確認を指導主事が独自に実施する

ことは多大な労力を伴う。その影響からか、改善が十分に検討されていない教員研修もあ

るのが現状である。 
指導主事は、企画・実施する教員研修の高度化のキーマンである。しかし、教員研修で

取り扱うべき今日的な教育課題は日々増加している。指導主事が一つ一つの研修の内容や

方法を十分に吟味するには難しい状況にあると言える。加えて、業務が多様化、複雑化、

多忙化する一方で、指導主事の若年化が進んでいる。教員研修の企画・実施に際して内容

や方法を検討することの難しさだけでなく、指導主事自身が教員研修の企画・実施に係る

運営スキルを習得・向上することも困難な状況となっているのである。 
 

1.4. 研修成果可視化システムの提案 

教員研修を通じた学びを現場での実践につなげる、つまり、研修転移を促すためには、

教員研修に参加した教員と、教員研修を企画・実施した指導主事の双方への支援が必要で

ある。本事業では、その支援の方法として、システムの開発を選択した。多忙化が進む中

で、いかに日常の中で支援を行うのか検討した結果、日頃の取り組みの中に、なるべく負

担が少ない形で、様々な支援を継続的に提供するために、システムの開発を行うことにし

た。 
開発されるシステムを通じて実現するべき支援を検討するにあたり、教員研修の受講者

である教員と、企画・実施する運営側である指導主事が教員研修を通じてそれぞれ習得・

向上することが期待される資質・能力について取り上げたい。受講者として教員研修へ参

加した教員については、教員研修での自身の学びを把握し、学んだことを活かして何をす
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るべきなのかを考えることができるようになることが重要である。 
研修を企画・実施した指導主事については、実施した教員研修に参加した教員が教育現

場で実際に行動を起こせるように支援を行えるようになること、指導主事自身が企画・実

施した研修が研修転移を促すものであったのかどうかを検討・改善できるようになること

が重要だと言える。 
横浜国立大学では、これまでも任命権者において義務付けられている教員育成指標や教

員研修計画の策定、研修の企画立案・実施に際して横浜市教育委員会と連携して検討を行

ってきた。2022 年 7月 1日から施行された教育公務員特例法の改正によって、教育委員会

における教師の研修履歴の記録の作成と当該履歴を活用した資質向上に関する指導助言等

の仕組みが導入された（文部科学省 2022）。この新しいシステムを活用した効果的な教員

の育成の転換に際しても、横浜市教育委員会との連携し、検討を行ってきた。本事業で

は、横浜市教育委員会との連携・検討の中で得られた知見を参考に、「カークパトリック

の研修評価モデル」に基づく研修成果可視化システムを開発することで、教員研修におけ

る研修転移の促進に資することを目的とした。 

 

1.5. 研修成果可視化システムが目指す教員研修の企画・実施支援の

在り方 

カークパトリックの研修評価モデル (Kirkpatrik, D. L., and Kirkpatrik , J. D., 

2005)とは、研修の効果や成果を 4段階のレベルで評価するモデルである。図 1-1にカー

クパトリックの研修評価モデルを示した。この研修評価モデルは研修を受けた反応に関す

る「反応(reaction)」の段階から順に「学習(learning)」、「行動(behavior)」、最終的に

実際に現場が変容したかどうかという研修転移に関する「結果(result)」の段階までの 4

段階のレベルで構成されている。本事業ではこの研修評価モデルに基づき、学びに関する

データを 4段階で分析し、参加した教員や指導主事に向けて可視化を行うシステムの開発

を行うこととした。以降では、教育学領域におけるカークパトリックの研修評価モデルの

先行研究について概観し、本システムを通じて実現される教員研修の企画・実施支援のプ

ロセスについて具体的に述べる。 
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図 1-1 カークパトリックの研修評価モデル 

（Kirkpatrik & Kirkpatrik(2005)と小清水ら(2014)を参考に筆者作成） 

 
教育学領域において、カークパトリックの研究評価モデルは、校内教員研修や教員研修

のデザイン研究や実践研究に用いられている。例えば、小清水ら（2014）は、研修評価モ

デルに基づく評価方法を用いることで、校内教員研修の受講者が⑴教員研修に満足感を得

て、⑵教員研修で取り扱ったテーマの推進意欲を持ち、⑶推進の手立てを獲得できたと感

じられるようになったことを実証している。また、同様に、小清水ら（2016）は、研修評

価モデルを用いて、 ICT活用推進リーダー対象の教員研修において、⑴推進する必要性の

理解の促進や、⑵推進のための視点や手立ての獲得の支援だけでなく、⑶受講後に自らが

校内教員研修や個別支援を実践した受講者が 8割を占め、⑷推進プランや受講後の推進実

践の内容が改善されたことを実証している。他にも、カークパトリックの研究評価モデル

は、教員研修で実施するワークショップ開発における評価項目としても用いられている

（平野ほか 2017）。 

以上の知見を踏まえて、本事業における研修成果可視化システムが果たし得る役割につ

いて取り上げたい。上記の先行研究は、実践研究として研修の評価を行うためにカークパ

トリックの研修評価モデルを用いている。本事業では、その評価の仕組みを活かし、それ

らのデータを可視化して示すことで、受講者である教員や研修を担当する指導主事へのフ

ィードバックとして用いる。 

研修成果可視化システムを用いた教員研修に参加した教員は、可視化された自身の学び

や他教員の学びを確認し、自身の学びを振り返り、他者の学びや他教員の勤務先での状況

も踏まえながら、得られた学びをもとに勤務先で何を行うのか考えられるようになる。こ

のようなプロセスを通じて、受講者である教員の実践が活性化され、研修転移が生じるよ

うな教員研修づくりを支援する。 

可視化された受講者の学びは、参加した教員研修のデザインと紐付けられて記録され
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る。教員研修の企画・実施を担当した指導主事は、その紐づけられた記録を確認すること

となる。指導主事は確認した記録を踏まえて、研修転移を促すための参加者への支援や、

研修転移を促す教員研修のデザインについて再検討し、研修の改善を行えるようにする。

このようなプロセスを通じて、指導主事が教員研修の企画・実施に伴う負担や煩雑さを軽

減し、研修転移が生じるような教員研修の企画・実施に係る運営スキルの習得・向上を支

援する。 

 

1.6. 本事業の目的 

本事業では、研修転移を促す研修成果の可視化を実現するシステム（研修成果可視化シ

ステム）を開発し、システムを用いた実践を行い、その実践を分析することで、教員研修

における研修転移を促す評価モデルを構築、確立することを目指す。本事業は、横浜国立

大学と横浜市教育委員会との連携による取り組みに加えて、横浜国立大学教育学部と経営

学部の研究者による学際的な共同研究でもある。 
カークパトリックの研修評価モデルは主に経営学領域で研究されており、教育学領域に

おいては主に教育工学分野で用いられているものの研究事例は少数である。カークパトリ

ックの研修評価モデルは、研修を通じた学びを現場での実践につなげるという概念である

研修転移を意識したものである。これは、教員が研修での成果を自ら把握し、実際に現場

で活かしていこうとする姿勢を支援する考え方であり、教職生活を通じて主体的・対話的

に学び続ける「新たな学びの姿」（中央教育審議会 2022）を体現する教職員の育成を後押

しするものだと言えよう。教師教育学や教育経営学の知見に基づき、経営学部の研究者と

共同でカークパトリックの研修評価を活用することで、教員研修の評価モデルを構築、確

立することは、「令和の日本型学校教育」の最前線である学校現場にとって非常に意義の

あることであると考えられる。 
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2．概要 

 これまでに、本事業の背景にある問題意識と意義について論じてきた。以上を踏まえて、

本章では本報告書の構成について説明する。本報告書の構成についてのフローチャートは

図 2-1に示した。 

 
図 2-1 本報告書の構成についてのフローチャート 

 
第３章の「調査について」では、「研修成果可視化システム」に搭載する項目を開発する

ために行った質問紙調査の分析・検討結果について述べる。分析は、横浜市教育委員会主催

の教員研修を対象に実施された質問紙調査を踏まえて実施している。受講者側のアンケー

ト項目と指導主事側のアンケート項目との関係性を検討し、指導主事の教員研修デザイン

における一連のプロセスに関する知見について述べる。プロセスに関する知見はリーフレ

ットにまとめ、指導主事が研修の開発の際にシステムと共に活用できるようにした。 
第４章の「システムの開発」では、本事業で考案したシステムの全体像を示す。システム

３ 調査につい
て

• 3.1.受講者のアンケート項目
• 3.2.指導主事のアンケート項目
• 3.3.分析による「研修デザインの流れとポイント」の作成

４ 研修成果可
視化システムの

開発

• 4.1.研修成果可視化システムの必要性と求める機能
• 4.2.研修成果可視化システムの機能
• 4.3.システムの実際

５ 研修可視化
システムの利用

方法

5.1.研修成果可視化システムの起動
5.2.研修受講者（教員の研修受講後の振り返りデータの収集）
5.3.指導主事の研修デザインに関するデータの収集
5.4.シートの生成 5.5.シートの出力 5.6.マスタの設定

６ システム利
用による期待さ

れる学び

6.1.指導主事の学び
6.2.教員の学び

７ まとめ
まとめ
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を通じて、受講者である教員用の「研修転移支援シート」と、指導主事用の「研修振り返り

シート」の２種類のリフレクションシートを出力し、受講者と指導主事双方の振り返りを支

援するデザインを提案する。 
第５章の「システムの利用方法」では、本事業で開発したシステムの利用プロセスについ

て示す。マニュアルとして活用可能な利用プロセスに加えて、想定されるシステムの利用例

を併せて説明する。 
第６章の「システム利用による期待される学び」では、研修を担当する指導主事に期待さ

れる学びを受講者との評価の比較および他の主事の自己評価との比較の観点から述べる。

さらに、研修の受講者である教員に期待される学びについて、研修後に回答する自由記述の

質問項目の観点から述べる。 
第７章の「結論」では、本事業報告の内容を総括する。さらに本事業報告の今後の展望に

ついて説明する。 
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3. 調査について 

システム上で研修転移を促す可視化を行うためには、どのような評価データを用いるの

か、選定する必要がある。その評価データを選定するために、横浜国立大学と横浜市教育委

員会による横浜市教育委員会主催の教員研修を対象に実施された質問紙調査を分析・検討

した。本章ではその結果について述べる。最初に結論を述べると、受講者と指導主事でそれ

ぞれアンケートを行い、そのデータを可視化することにした。受講者、指導主事で様々なア

ンケート項目が想定されるが、調査により、受講者と指導主事のアンケート項目を分析する

ことで、可視化に利用するアンケート項目（受講者用研修評価アンケートと指導主事用研修

評価アンケート）を選定した。 
まず、調査に用いた質問項目を紹介する。調査は、受講者、そして指導主事を対象に行っ

ている。受講者、指導主事の順に説明を行う。 
 

3.1. 受講者のアンケート項目 

受講者のアンケート項目については、2023 年度に実施した横浜国立大学と横浜市教育委

員会の共同研究で開発した質問項目を用いた。共同研究の結果は図 3-1で示されている「研

修改善のための研修評価ガイド」（横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課・横

浜国立大学教職大学院 2023）においてまとまっている。これからその資料を用いて質問項

目の説明を行う。 
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図 3-1 「研修改善のための研修評価ガイド」（横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職

員育成課・横浜国立大学教職大学院, 2023）pp.2-3 

 
 
表 3-1 研修評価のための７つの視点（横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成

課・横浜国立大学教職大学院(2023)をもとに作成） 

 視点 実際に用いられた質問項目の文章 

1. 動機 あなたの受講した動機と研修の内容は合っていますか 
2. 仕事との関連度 この研修は、自分の仕事に関連していると思う 
3. 目標と内容の整合性 この研修の「目標」と「内容」は合っている 
4. 研修方法 この研修の方法は、研修の内容を理解するために効果的だっ

た 
5. 満足度 この研修に満足している 
6. 達成度 この研修の目標は達成できましたか 
7. 自己効力感 この研修で学んだ内容を、実際に校内での役割や業務に生か

せそうですか 
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共同研究では、研修転移を促す研修評価を行うために、受講者を対象とした研修後のアン

ケート項目を作成した。項目の作成は、以下の手順で行った。まず、研修実施者である教育

委員会の指導主事へのヒアリングを通じて、当時一般的に行われていた研修後の質問紙調

査の項目の傾向を整理した。そして、研修転移に関連する先行研究における質問項目などを

参照し、その差異などを見直すことで質問項目を開発した。それぞれの項目は表 3-1で示し

た通りである。それぞれについて説明を行う。 

視点１の【動機】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、その教員研修を受

講した自身の動機と、その教員研修で実施された講義や活動の内容が整合していたかどう

かを振り返る視点である。実際に用いられた質問項目では、受講者である教員に対して「あ

なたの受講した動機と研修の内容は合っていますか」という表現で主観的評価を求めた。 

視点２の【仕事との関連度】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、実施さ

れた講義や活動と、自身の勤務先における業務内容が関連していたかどうかを振り返る視

点である。実際に用いられた質問項目では、受講者である教員に対して「この研修は、自分

の仕事に関連していると思う」という表現で主観的評価を求めた。 

視点３の【目標と内容の整合性】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、そ

の教員研修が設定している目標と、その教員研修で実施された講義や活動の内容が整合し

ていたかどうかを振り返る視点である。実際に用いられた質問項目では、受講者である教員

に対して「この研修の「目標」と「内容」は合っている」という表現で主観的評価を求めた。 

視点４の【研修方法】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、その教員研修

で実施された講義や活動で用いられた手法や方法が、その教員研修の講義や活動の内容を

理解するために効果的であったかどうかを振り返る視点である。実際に用いられた質問項

目では、受講者である教員に対して「この研修の方法は、研修の内容を理解するために効果

的だった」という表現で主観的評価を求めた。 

視点５の【満足度】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、その教員研修に

対する自身の満足度を振り返る視点である。実際に用いられた質問項目では、受講者である

教員に対して「この研修に満足している」という表現で主観的評価を求めた。 

視点６の【達成度】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、その教員研修が

設定している目標が実際に達成されていたのかどうかを振り返る視点である。実際に用い

られた質問項目では、受講者である教員に対して「この研修の目標は達成できましたか」と

いう表現で主観的評価を求めた。 

視点７の【自己効力感】は、教員研修に受講者として参加した教員に対して、その教員研

修で実施された講義や活動の内容を、自身の勤務先における業務や実践の中で活用するこ

とができそうかどうかを問う、研修転移の生起に関わる視点である。実際に用いられた質問

項目では、受講者である教員に対して「この研修で学んだ内容を、実際に校内での役割や業

務に生かせそうですか」という表現で主観的評価を求めた。 

 以上の項目について、受講者用研修評価アンケートとして、これらの項目をシステムに搭
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載した。これら７つの項目がシステムにより可視化される。 

 

3.2. 指導主事のアンケート項目 

 指導主事のアンケート項目は、横浜国立大学と横浜市教育委員会による共同研究によっ

て開発された項目をもとに検討を行った。項目は、研修の企画から設計、広報など、研修の

デザインに関する一連のプロセスにおける行為を文章化し、リスト化している。項目は多岐

にわたっており、これらの項目と、3.1における受講者の項目の関係を分析することにより、

システムに搭載する指導主事の項目について選定を行った。その結果、指導主事用研修評価

アンケートとして、図 3-2で示した項目を選定した。研修の企画から設計（組み立て）、そ

して広報（届ける）に関する項目が含まれている。これらの項目は受講者のアンケート項目

と特に関係が見られた項目である。図 3-2 の項目について、システムにより可視化を試み

た。 

 

図 3-2 研修デザインの流れとポイント（『教師が育つ・現場が変わる：“研修転移”を促

す研修デザイン』（横浜国立大学大学院教育学研究科・横浜市教育委員会, 2024）より引用） 

 

3.3. 分析による「研修デザインの流れとポイント」の作成 

 項目の選定と同時に、上記分析結果を元に指導主事に研修デザインに関する情報提供を
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行えるようにした。ひとつはリーフレットの作成である。「研修デザインの流れとポイント」

をリーフレット『教師が育つ・現場が変わる：“研修転移”を促す研修デザイン』としてま

とめた。研修デザインのプロセスを、図 3-3のように「企画する」、「組み立てる」、「届ける」

の順で示し、ポイントを示した。指導主事がシステムを利用する際に、リーフレットを活用

することで、研修転移を促す研修デザインを行えるようになる。もうひとつは、システムを

通じたフィードバックである。システムにおいて、それぞれのデータの得点をもとに研修の

結果を自動判別し、リーフレットに関連したフィードバックを行えるようにした。 

ここでは、リーフレットの詳細について説明をすることで、情報提供の内容について示す。 

 

 
図 3-3 研修デザインの流れとポイント 
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3.3.1. 第１段階 企画する〜「目的」から「目標」へ〜 

研修デザインプロセスの第１段階は企画である。この段階では、教員研修の「目的」を設

定し、取り上げる題材の「内容理解」を深め、「事前調査」を実施し、教員研修の「目標」

を定めるという一連のプロセスを通じて研修デザインを進めることとなる。 
まず、教員研修の「目的」を定める際は、教育現場に求める変化と、そのために受講者で

ある教員に対して期待する行動や役割等を明確にすることが求められる。 
そして、次に必要なことは研修で取り上げる題材の「内容理解」である。教員研修の目的

の背景や学校現場の課題、その解決に有効な理論等について、担当者として理解を深めるこ

とが求められる。また、教員研修のための「事前調査」を行うことも有効である。具体的に 
は、過去の研修担当者からの聞き取りや、過去の受講者の振り返りを参考資料として活用す

ることができる。以上を通じて、教員研修の「目標」を定める際は、研修を通じて身につけ

てほしい知識・技能・価値観等を明確にすることが重要である。 
 

3.3.2. 第２段階 組み立てる：Opening・Main Activity・Closing  

研修デザインプロセスの第２段階は組み立て、つまり研修の具体的な内容の設計である。

研修の流れを、大まかに「Opening」「Main Activity」「Closing」に分けて、それぞれでポ

イントをまとめた。 

「Opening」で検討するべきこととしては、目的と目標を確認し、受講者である教員個人

と、勤務先である教育現場にとっての教員研修の意味づけをどのように行ったら良いかと

いうことが挙げられる。 

「Main Activity」で検討するべきこととしては、以下の４点である。 

(1) 教員研修の内容（理論と実践）や方法（講義と対話）のバランスを検討すること 

(2) 教員研修の見やすさ・聞きやすさ・話しやすさといった現地の環境を整えること 

(3) 時間の確保や難易度の検討を通じて、教員研修における協働を活性化させること 

(4) ファシリテーションやグルーピングにより、受講者間の対話をデザインすること 

最後に、「Closing」で検討するべきこととしては、「Opening」から「Main Activity」ま

でで得られた経験や学びを現場での教育実践へ活かすために、その教員研修の目的・目標の

再確認や、受講者間の振り返りを通じた教育現場への研修転移の促進をどのように行った

ら良いかということが挙げられる。 

 

3.3.3. 第３段階 届ける：「みんな」に「目標・内容 」を 

最後は、研修の広報である。第１段階から第２段階までに作成してきた研修デザインを将

来の受講者となり得る教員へ広く「周知する」ということである。教員研修の「周知」を行

う際には、指導主事自身がデザインした教員研修の情報を、届けたいすべての教員へ、教員

研修の目標・内容が十全に伝わるように周知方法を工夫することが求められる。 
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以上のように、リーフレットにおいて、指導主事の教員研修デザインにおける一連のプロ

セスをまとめた。上述したように、指導主事がシステムを利用する際に、このリーフレット

を閲覧することを想定している。項目の選定、そして、これらの結果をもとに、システムの

開発を行った。次章からは、システムの開発について説明を行う。 
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4. 研修成果可視化システムの開発 

4.1. 研修成果可視化システムの必要性と求める機能 

 具体的なシステム開発の詳細を扱うにあたり、３章までに述べてきた内容を総括して表し

たのが図 4-1である。 

 
 

図 4-1 研修成果可視化システムの仕組み 

 
 第１章で述べた通り、「従来の研修観」として図示したような研修観を、研修転移を志向

したものに変えていく研修観の転換が必要である。 
 そのためには、受講者である教員には、学びを校内の実践へと活用し、その成果と課題を

もとに学びを継続することが求められる。一方、指導主事にとっては、受講者のニーズや研

修の成果を把握し、自己の研修デザインを振り返り、改善し続けることが求められる。 
 そこで必要となるのは、実施された研修に関して、研修デザインの考え方や研修受講者の

振り返り等のデータを収集し、それらのデータをもとに、指導主事に対しては研修転移に資

する研修デザインのヒントを、受講者に対しては校内の実践に資する自他の学びを、それぞ

れ可視化していくことである。 
 以上を踏まえシステムの開発に当たっては主に４つの機能を備えるものを目指した。それ

ぞれについて説明を行う。  
・機能１：研修受講者（教員）の研修受講後の振り返りデータの収集 
・機能２：指導主事の研修デザインに関するデータの収集 
・機能３：指導主事に対する、他の研修との比較結果の可視化 
・機能４：研修受講者に対する、他の研修受講者の学びの様子の可視化 
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4.2. 研修成果可視化システムの機能 

4.2.1. 機能１：研修受講者（教員）の研修受講後の振り返りデータの収集 

 研修受講者の振り返りデータは、3.1.で説明した７つの項目について収集することを基本

的には想定している。 

 データを収集する方法としては、令和６年度より全国的に導入される「全国教員研修プラ

ットフォーム：Plant（プラント）」のアンケート機能や、各自治体の集計システム、各種学

習支援アプリのアンケート機能等の活用を想定している 

 個別の研修で、別途必要となる質問事項がある場合も考えられることから、受講者の負担

を考慮する必要はあるが、視点１の【動機】「あなたの受講した動機と研修の内容は合って

いますか」及び視点２の【仕事との関連度】「この研修は、自分の仕事に関連していると思

う」の事項に関連して回答理由を記述式で問うたり、視点７の【自己効力感】「この研修で

学んだ内容を、実際に校内での役割や業務に生かせそうですか」に関連して、「具体的に学

んだことは何ですか」「校内でどのように生かせそうですか」等の記述式の質問を追加した

りすることで、機能４として後述する、研修受講者への他者の学びの可視化が可能になると

考えている。 

 

4.2.2. 機能２：指導主事の研修デザインに関するデータの収集 

指導主事が、実施した研修について振り返りを行い、改善することを支援するために、本

システムは過去に実施された他の研修との比較を通して研修の評価を可視化していくもの

である。それを可能にしていくためには、指導主事が、自己が実施した研修について、「そ

もそも、どのような条件、環境のもと実施された研修であったのか」「どのような考え方で

研修をデザインしたのか」ということを明らかにしていく必要がある。同時に、これから実

施される研修評価をより信頼性のあるものにしていくためにも、その知見を蓄積していく

必要がある。 

そこで、まず初めに研修成果可視化システムを通して行うのは、指導主事の研修デザイン

に関するデータの収集である。このデータの収集に関しては、大きくは次の３つの内容から

なる。 

(1) 研修属性 

 研修デザインのデータの１つ目は「研修属性」である。これは例えば、オンラインや対面

等の実施方法や、任意または悉皆の違い等、研修をデザインするにあたっての前提となる事

項である。機能３として後述するが、本システムでは、主に他の研修との比較を通して研修

の評価を可視化していくが、その際に、担当の指導富士に裁量を与えられていない事項で評

価が決まっては改善に結びつけることは難しい。そこで、研修の評価にあたって比較対象と

なる研修を選別したり、そのために比較が可能な形でデータを蓄積したりするためにも、必
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要なデータの収集となる。 

(2) 受講者評点予想 

 本システムの特徴として、指導主事が自身の教員研修の受講生によるアンケートの結果

を予想するという点が挙げられる。１章で述べたように、教員研修の目的・目標と受講生の

ニーズとの間には少なからずギャップがあることが想定される。指導主事は研修を実施し

て得られた実感に基づく受講者側の評価予想と、受講者による実際の評価結果とを比較す

ることで、システムを介して可視化された指導主事と受講者との間に生じたズレを見出す

ことが可能となる。それにより、指導主事自身が実施した研修と正対し、得られた気づきや

洞察を次の教員研修のデザインに活かすことが期待される。 

(3) 主事アンケート 

指導主事が自身が実施した教員研修について、アンケートによる自己評価をすることは、

受講者に対するアンケートに比べると一般的ではないと思われる。本事業における研修成

果可視化システムを介した指導主事用研修評価アンケートの特徴は、他の教員研修におけ

る指導主事の自己評価の結果との比較をするという点にある。アンケートの質問内容につ

いては、3.3.で整理した研修デザインのポイントに関する事項について取り上げる。 

 

4.2.3. 機能３：指導主事に対する、他の研修との比較結果の可視化  

指導主事に対する可視化として、システムによる「研修振り返りシート」を開発した。研

修振り返りシートとは、ここまで述べてきた、受講者用研修評価アンケートの結果、⑵他の

教員研修における受講者用研修評価アンケートの結果、⑶指導主事自身による受講者用研

修評価アンケートの結果予測、⑷指導主事用研修評価アンケートの自己評価、⑸他の教員研

修における指導主事用研修評価アンケートの結果の 5 点をまとめたレポートを指す。研修

振り返りシートの原案を図 4-2に示す。 

 

図 4-2 研修振り返りシートの原案 
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研修振り返りシートの特徴は、指導主事が、自身が担当した教員研修の評価データを比

較・検討するという点にある。研修評価アンケートの結果を受けて、前回の教員研修での結

果と比較をするだけではなく、指導主事自身の実感に基づく予想得点や他の研修における

評価データといった、さまざまな側面からのデータの比較・検討が可能となっている。この

比較の作業を通じて、自身の教員研修に求められるニーズや改善のポイントを多角的な角

度から探索していくことが期待される。実際のアウトプットについては、５章で詳述する。 
 

4.2.4. 機能４：研修受講者に対する、他の研修受講者の学びの様子の可視化  

最後に、研修受講者である教員の学びの可視化について取り上げたい。教員の学びの可視

化として、「研修転移支援シート」がシステムを介して作成される。研修転移支援シートと

は、研修受講後に他の受講者が回答した自由記述を質問項目ごとにまとめたレポートのこ

とを指す。研修転移支援シートの原案を図 4-3に示す。 

 
図 4-3 研修転移支援シートの原案 

 
研修転移支援シートでは、他の受講者のリフレクションを確認することができるように

していく。教員研修における学びを多角的な角度から振り返り、研修転移が生じた結果とし

て実践における行動や思考を拡張していくことが期待される。 
研修転移支援シートの内容は、すべての受講者の記述を掲載するのではなく、指導主事が

研修転移支援シートをもとに、受講者の学びを確認し、それをもとに編集をする。将来的に

は生成ＡＩなどによるリフレクションの分析結果を研修転移支援シートに掲載することも
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検討している。 
 

4.3. システムの実際 

4.2.では、本事業における研修成果可視化システムの機能について述べた。本項では、上

記機能が実装された実際の研修成果可視化システムについて述べる。システムの大まかな

流れは図 4-4 に示したとおりである。 

図 4-4 システムの流れ 

 
システムは、様々な自治体の端末で活用できるように、エクセルのマクロで動作するよう

にした。そのため、エクセルの範囲内で作動するように、4.2 で説明をした機能をもとに、

システムのデザイン等を行っている。 

次章において、システムの実際のデザインとその操作方法の詳細について説明を行う。 

  

システムの流れ

No.①データを取り込む
機能１：研修受講者（教職員）の研修受講後の振り返りデータの収集
受講者のデータ（受講者用研修評価アンケート）を取り込む。

No.②指導主事の入力
機能２：研修実施者（指導主事）の研修デザインに関するデータの収集
研修デザインに関する質問に回答したり、受講者の結果の予想（主に指
導主事用研修評価アンケート）をする。

No.③シートの生成：
機能３：研修実施者に対する、他の研修との比較結果の可視化

（研修振り返りシート）
まずは指導主事向けの可視化（研修振り返りシート）がなされる。
機能４：研修受講者に対する、他の研修受講者の学びの様子の可視化

（研修転移支援シート）
その結果をもとに受講者の可視化（研修転移支援シート）もなされる。

No.④シートの出力：
No.③までで作成したシートを、保存、配布可能な形式で出力する。

その他：マスタの設定
様々な項目について、システムの設定を変更する事ができる。
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5. 研修成果可視化システムの利用方法 

４章では、研修成果可視化システムの４つの機能について述べてきた。5章では、研修成

果可視化システムの利用手順について説明をすることで、システムの詳細について紹介を

する。 

研修成果可視化システムは、マクロ機能付き excel形式のデータファイルとなっている。

指導主事は受講者の研修評価アンケートを回収して教員研修を終えた後に、研修成果可視

化システムのデータファイル上で受講者のアンケートデータの読み込みと、指導主事用の

研修評価アンケート項目への回答を行うこととなる。４章の図 4-4 において大まかなシス

テムの流れを示したが、ここではさらにその詳細について説明をする。以降では、研修成果

可視化システムの起動から、No.①〜No.④、そしてマスタの設定についての説明を順に行う。 

 
図 4-4 システムの流れ（再掲） 

 

5.1. 研修成果可視化システムの起動 

「研修成果可視化システム_エクセルツール.xlsm」を開くと、研修成果可視化システムの

メイン画面を表示することができる（図 5-1）。 
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図 5-1 研修成果可視化システムのメイン画面 

 

 メイン画面では、データの取り込みから入力、シートの生成、外部データへの出力機能ま

で、すべての機能を選択することができる。基本的には一つの研修を実施したら、順にボタ

ンを選択して処理をすすめていくことになる。 
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5.2. No.①：研修受講者（教員）の研修受講後の振り返りデータの収

集 

(1) 図 5-2の研修成果可視化システムのメイン画面 No.①にある「CSV取込み」「Excel取り

込み」ボタンを、取り込みたいデータの形式にあわせてクリックすると、データ選択画

面に移行する。 

 

 
図 5-2 受講者の研修評価アンケートデータの選択ボタンの画面 

 
(2) 表示された受講者の研修評価アンケートデータ選択画面で、読み込むデータファイル

を全て選択し、データを読み込む（図 5-3）。 

 

 
図 5-3 受講者の研修評価アンケートデータの読み込み後の画面 
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5.3. No.②：指導主事の研修デザインに関するデータの収集 

(1) 研修成果可視化システムのメイン画面 No.②にある「主事入力」ボタン（図 5-4）をク

リックすると、「研修属性」の回答画面へ移行する（図 5-5）。 

 

 
図 5-4 指導主事の回答入力画面へ移行する「主事入力」ボタンの画面 
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図 5-5 「研修属性」の回答入力画面 
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(2) 「研修属性」の回答画面では、各項目の右端にある回答欄を２回クリックすることで選

択肢が画面上に表示される。指導主事は、表示された選択肢の中から自身の実施した教

員研修に該当する選択肢を選ぶことができる（図 5-6）。 

 
図 5-6 実施した教員研修の「研修属性」の選択画面 

 
(3) 「研修属性」の回答後、「受講者評点予想」への回答をすることができる。「受講者評点

予想」画面では、各項目の右端にある回答欄をクリックすることで数値の入力モードと

なる。指導主事は、自身の実施した教員研修の受講者が行った研修評価の結果を予想し

て、小数点下第２位までの数値を入力することができる（図 5-7）。 

 

図 5-7 「受講者予想得点」の得点入力画面 
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(4) 「研修属性」と「受講者評点予想」の回答後、回答画面下部（または上部）にある「主

事入力画面２へ>」をクリックすると、指導主事用の研修評価アンケートへの回答入力

画面へ移行する。 

 

 
図 5-8 「主事入力画面２へ>」ボタンの画面 

 
(5) 「主事アンケート」画面では、指導主事が自身の実施した教員研修について、質問テキ

ストを読んで「全くそう思う」「だいたいそう思う」「どちらでもない」「あまりそう思

わない」「全くそう思わない」の中から最も当てはまるものを１つ選び、１回クリック

する。選択ができた場合、選んだ項目の左側にある白丸が黒丸に変化する（図 5-9）。 

 

図 5-9 「主事アンケート」の回答画面 
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(6) 「主事アンケート」の回答後、回答画面下部（または上部）にある「<<メイン画面」を

１回クリックすると、研修成果可視化システムのメイン画面へ移行する(図 5-10)。 

図 5-10 「 <<メイン画面」ボタンの画面 
 

5.4. No.③：シートの生成  

シートの生成について、操作方法を説明する前に、指導主事に対する、他の研修との比較

結果の可視化がある研修振り返りシート、そして、研修受講者に対する、他の研修受講者の

学びの様子の可視化である研修転移支援シートの説明を行う。 

 

5.4.1. 研修転移支援シート 

研修転移支援シートは、主に研修受講者が、他の受講者の感想や学びの記述を読むことを

通じて、受講者間の水平的な学びの拡張が行われることで、研修転移を促すことを目的とし

ている。この目的を達成するために、研修転移支援シートをデザインした(図 5－11)。4章

での原案からの変更点としては、指導主事が受講者の回答内容を確認する際に、評価項目の

点数ごとに自由記述の内容を表示するようデザインしたことである。それにより、記述の確

認が行いやすくなっている（評価は受講者にはフィードバックをしない）。 
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図 5-11 研修転移支援シート 

5.4.2. 研修振り返りシート 

研修振り返りシートは、指導主事が受講者とのニーズの違いや他の教員研修との重要視

するポイントの違いに直面し、次の教員研修デザインにつながる気づきや洞察を得ること

の支援を目的としている。この目的を達成するために、研修振り返りシートをデザインした

（図 5-12）。4章でのデザインからの変更点としては、蓄積されたデータにおける研修の形

態や取り組みの比率を図示した帯グラフを削除し、可視化する情報を⑴受講生の評価結果

と指導主事による評価結果の予測との比較、⑵指導主事の自己評価と他の指導主事の自己

評価の平均値との比較に絞った。表示される情報を教員研修の改善に直接資する可能性が

高いものに限定することで、研修振り返りシートが指導主事による自身の教員研修につい

ての振り返りを支援する可能性が原案よりも高まることが期待される。 
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図 5-12 研修振り返りシート 
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5.4.3. 操作方法 

(1) 研修成果可視化システムのメイン画面 No.③「シート生成（受講者・主事）」をクリッ

クする（図 5-13）。 

図 5-13 研修成果可視化システムのメイン画面 No.③ 

 

(2) シート生成をクリックすると、新たにタブが出てくる（図 5-14）。 

 

図 5-14 タブ 
タブは、研修振り返りシート（例えば受講生評価、主事評価、改善ポイントなど）、そ

して、研修転移支援シートの原型となる受講者コメント（Q3-3）などがある。それぞ

れのタブをクリックすると、内容を確認することが出来る。受講者コメント（Q3-3）

については、研修転移支援シートに掲載する記述を選択することができる。例えば、

図 5-15 のように、シートに載せたいコメントを選び、C列の「出力」で「1」を選択す

ることで、研修転移支援シートに掲載される（図 5-15）。 
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図 5-15 出力するコメントを選択する様子 

 

5.5. No.④：シートの出力  

5.5.1. 「研修転移支援シート」の出力 

(1) 図 5-16 の研修成果可視化システムのメイン画面 No. ④「受講者帳票出力」をクリック

すると、「研修転移支援シート」を出力し、保存することができる。 

 

図 5-16 「受講者帳票出力」ボタンの画面 
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(2) 保存したデータファイルを開くと、「研修転移支援シート」が表示される（図 5-17）。 

 

図 5-17 「研修転移支援シート」の表示例 
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5.5.2. 「研修振り返りシート」の出力 

(1) 「主事帳票出力」を１回クリックすると、「研修振り返りシート」を出力し、保存する

ことができる。 

図 5-18 「主事者帳票出力」ボタンの画面 

 
(2) 保存したデータファイルを開くと、「研修振り返りシート」が表示される（図 5-19）。 

 

 

図 5-19 「研修振り返りシート」の表示例 
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5.5.3. データの出力 

 対象となった研修の受講者用研修評価アンケートと指導主事用研修評価アンケートへの

入力データは、今後の研修において、比較可能なデータとして蓄積するために、No.④の報

告①、②ボタンを選択して、保存する必要がある（図 5-20）。No. ④「報告データ① 取込

みデータ CSV」、「報告データ②研修報告データ」をクリックすると、それぞれのデータを保

存することができる。また、保存したデータファイルを開くと、データを確認することがで

きる(図 5-21,22)。 

 

図 5-20 「報告データ① 取込みデータ CSV 」ボタンの画面 
 

 
図 5-21 「取込みデータ」の表示例 
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図 5-22 「研修報告データ」の表示例 

 
 

5.6. マスタの設定  

研修成果可視化システムでは、受講者用研修評価アンケートの項目や、指導主事用研修評

価アンケートにおける研修の属性項目や研修デザインに関する質問項目を編集できるマス

タ機能を実装している。マスタで項目情報を変更することで、質問項目の順序変更や、独自

の質問項目の追加が可能である。研修成果可視化システムに搭載されたマスタとして、⑴研

修の属性項目に関する「研修属性マスタ」、⑵受講者用研修評価アンケートの項目に関する

「受講者質問マスタ」、⑶研修デザインに関する質問項目に関する「指導主事質問マスタ」

の３つが設定されている。以降では、それぞれのマスタについて解説する。 

 

5.6.1. 研修属性マスタ 

本項では、研修属性マスタについて解説する。研修属性マスタの項目例は図 5-23に示す。

指導主事は研修属性マスタを編集することによって、自身の回答した自己評価の比較対象

となる研修属性を選択することができる。4.3.2項で述べたように、研修属性に関する項目

には、教員研修の実施形態や座席配置、必修かどうか、といったものが含まれている。指導

主事は研修属性マスタ内で比較対象とする項目を選択することによって、自身が実施した

教員研修の属性と類似した教員研修との比較が可能となる。研修属性マスタの機能を活用

することによって、指導主事が次に企画・実施する教員研修についてどのように改善するべ

きかを考える支援となることが期待される。 
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図 5-23 研修属性マスタの項目の例 

 
 

5.6.2. 受講者質問マスタ 

本項では、受講者質問マスタについて解説する。受講者質問マスタの項目例は図 5-24に

示す。指導主事は受講者属性マスタを編集することによって、受講者用研修評価アンケート

の質問項目の順序変更や、独自の質問項目の追加をすることができる。受講者の研修の評価

ごとに、学びや活用といった自由記述の回答内容を確認ができる。担当する指導主事や実施

する自治体によっては、基本設定として用意されている質問項目以外にも受講者に対して

問いたい内容が生じることは十分に想定されうる事態である。受講者用研修評価アンケー

トの質問項目を追加できる自由度を設けることで、教育現場の問題意識に則した意識調査

や、それに基づく教員研修の改善が期待される。 

 

図 5-24 受講者質問マスタの項目の一例 
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5.6.3. 指導主事質問マスタ 

本項では、指導主事質問マスタについて解説する。指導主事質問マスタの項目例は図 5-

25 に示す。指導主事属性マスタを編集することによって、指導主事用研修評価アンケート

の質問項目の順序変更や、独自の質問項目の追加をすることができる。実施する自治体や機

関によっては、基本設定として用意されている質問項目以外にも指導主事に対して問いた

い内容が生じることは十分に想定されうる事態である。指導主事用研修評価アンケートの

質問項目を追加できる自由度を設けることで、自治体や機関の問題意識に則した意識調査

や、それに基づく指導主事の振り返りや教員研修の改善が期待される。 

 

図 5-25 指導主事質問マスタの項目の例 
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6. システム利用による期待される学び 

 本章では、実際の場面を想定し、システムの利用することで得られる学びの例を示す。

図 6-1に示した通り、一義的には、システムから生成される「研修振り返りシート」を活

用して、指導主事が研修を振り返ることを想定している。その上で、受講者の反応（記述

式の回答）を閲覧し、現場での実践等に直結するような好事例を選択し、受講者全体にフ

ィードバックすることを想定している。それにより、一人ひとりの研修受講者の振り返り

をさらに促進することをねらっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-1 システム利用のイメージ 

 

6.1. 指導主事の学び 

 指導主事の学びは上述の通り、主としてシステムで生成された研修振り返りシートを活

用することで行われる。そこで得られる情報と、その情報をもとにどのように指導主事が

学び取っていくか、すなわち、研修の改善を試みていくのか、その実際を述べる。 
 

6.1.1. 受講者の評価との比較 

 まず、第５章において示した、受講者の意識との差をみていくことで、指導主事は、自

己の研修で得られた手応えと、実際の反応とのズレを捉えることができる。そのズレが大

きかった項目ほど、自覚的な振り返りの難しい事項であり、意識的に改善すべきポイント

である可能性が高いと言えよう。 

 さらに、第３章で説明した、７つの質問事項に対する受講者の反応について指導主事の

研修デザインの一連の行為と関連付けるとすると、あくまで一例ではあるが、主に表 6-1

に示したような事項とつながるものと捉えられる。 

 
 
 

指導主事の学び 
（研修振り返りシート） 

 ・他の研修との比較 

 ・受講者の反応 

教員の学び 
（研修転移支援シート） 

 ・他の研修受講者の振り返り 
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表 6-1 受講者へのアンケート項目との関連が予想される研修デザインの行動 

受講者へのアンケート項目 研修デザインの行動 
1.【動機】あなたの受講した動機と研

修の内容は合っていますか  

研修の広報・周知において、目標・内容が伝わ

るような工夫を行ったか 

2.【仕事との関連度】この研修は、自

分の仕事に関連していると思う  

オープニングで受講者が研修の必要性を認識で

きるように工夫しているか 

3.【目標と内容の整合性】この研修の

「目標」と「内容」は合っている  

研修の目標の明確化／研修を通して学んだこと

を学校で生かしている姿を具体的にイメージす

る／研修内容に関する今日的な状況等について

取り上げる 

4.【研修方法】この研修の方法は、研

修の内容を理解するために効果的だっ

た  

オープニング・メインアクティビティ・クロー

ジングの時間の検討／グループワークの確保等 

5.【満足度】この研修に満足している  適切な難易度設定／環境／スタッフの確保 

6.【達成度】この研修の目標は達成で

きましたか  

現場にどのように生かすのか見通しを考える時

間の設定 

7.【自己効力感】この研修で学んだ内

容を、実際に校内での役割や業務に生

かせそうですか 

前向きに終えられるようなエンパワーメント 

 

6.1.2. 他の主事の自己評価との比較 

 上記のように、受講者の反応をもとに、自己の研修デザインの成果と課題を大まかに捉

えたうえで、第５章で示した他の主事の自己評価との比較を参照することで、より効果的

に研修を振り返り、改善することが可能になると考えられる。 

 もし、受講者の反応から改善が必要であると考えていた事項が、他の指導主事の比較に

おいても低い結果を示したのであれば、その点が重点的な改善のポイントとして把握する

ことができる。また、同様の視点で参照した上で差異が確認された場合には、他の研修の

具体的な資料等との比較を行うことで、受講者のアンケートだけでは気付くことができな

かった課題等を見出すことができるかもしれない。 

 

6.2. 教員の学び 

 本システムの開発において、一貫している目的は研修転移の実現である。指導主事の研

修改善の支援は、間接的に、研修受講者である教員へと還元されていく。一方で、教員か

らのアンケートは、研修を評価するための情報としてだけではなく、教員自身にとっても
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自己の学びを振り返り、持論化や現場での実践を促進するものとして機能することが重要

であると考える。5.3.1で述べた通り、本システムで生成可能な「研修転移支援シート」

は、そうした研修受講者の学びを支援するものである。 

 「研修転移支援シート」の主な内容は、７項目のアンケートに対して肯定的な回答をし

た受講者の、その項目に関する理由や考えに関する記述を数点選んだものである。同じ研

修の機会をより自己の学びに結びつけ、現場での実践に関連付けた好事例に触れること

で、「こうやって、資質・能力を高め、現場で活躍している仲間がいる」という刺激を得

て、自己の研修後の実践をより高めようとする姿につながることを意図している。 

 どの質問項目に関連して自由記述を設定するかは、研修担当の指導主事によって任意に

判断されるものであるが、各質問項目に関する記述の好事例を共有することは、受講者に

とって、例えば、表 6-2で示したような変容を促すものと期待している。 

 
表 6-2 受講者へのアンケート項目と自由記述の解答欄を設定する意図 

受講者へのアンケート項目 自由記述の解答欄を設定する意図 

1.【動機】あなたの受講した動機と研

修の内容は合っていますか  

他の受講者がそれぞれ校内でどのようなことを

期待されているかを知ることで、自分自身の自

校における役割認識の見つめ直し、モチベーシ

ョンを高めることにつながる。 

2.【仕事との関連度】この研修は、自

分の仕事に関連していると思う  

3.【目標と内容の整合性】この研修の

「目標」と「内容」は合っている  

これらの項目については、基本的には指導主事

の研修を見直す意味合いが強いが、他の受講者

が、研修からポジティブに学びを得ていた受講

者の意識に触れることで、どのような研修に臨

むことが大事か、捉えられる。そうすること

で、その後の研修に臨む姿勢の改善につなが

る。 

4.【研修方法】この研修の方法は、研

修の内容を理解するために効果的だっ

た  

5.【満足度】この研修に満足している  

6.【達成度】この研修の目標は達成で

きましたか  

7.【自己効力感】この研修で学んだ内

容を、実際に校内での役割や業務に生

かせそうですか 

肯定的な回答をフィードバックすることで、そ

のまま研修転移＝現場での実践の参考となる。

この項目についての記述は研修転移の視点から

優先度が高い。 
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7.まとめ 

これまで、本事業の研究背景や成果について述べてきた。本章では本事業報告のまとめを

行い、本報告の結びとしたい。  
多様化するニーズや教育環境に対応するためには、より高度な教員の資質・能力の向上、

それを学校現場における成果へつなげる研修の高度化が必須である。本事業ではこの問題

意識のもと、常に変化し続ける教育環境に対応することができる資質・能力を有する「新た

な教師の学びの姿」へ資するために、研修転移を促進する研修成果可視化システムの開発を

目指した。  
これまでに、教育委員会や教育センターにおいて多岐にわたる研修が指導主事を中心に

企画、実施されてきた。教員研修は、今後の取り組み次第で教員の資質・能力の一層の向上

に寄与する研修へと変わる可能性を秘めている。教員研修をより良いものへと改善してい

くためには、教員の資質・能力の向上を支援、実現させるための企画や実施を充実させるプ

ロセスを確立させることが求められる。  
しかし、教員研修で取り扱うべき今日的な教育課題は日々増加しており、業務の多様化、

複雑化、多忙化、指導主事の若年化も進行している。研修転移が生じるまでの研修評価や教

員研修の成果確認を指導主事が独自に実施することは多大な労力を伴う。教員研修の企画・

実施に際して内容や方法を検討することの難しさだけでなく、指導主事自身が教員研修の

企画・実施に係る運営スキルを習得・向上することも困難であり、指導主事が一つ一つの研

修の内容や方法を十分に吟味するには難しい状況にあると言える。  
以上を踏まえ、教員研修の参加者である教員と、教員研修を企画・実施した指導主事の双

方への支援をするために、なるべく負担が少ない形で、日々の取り組みへ様々な支援を継続

的に提供する機能を搭載したシステム開発の必要と考えた。そこで、 横浜国立大学は横浜

市教育委員会との連携・検討の中で得られた知見を参考に、カークパトリックの研修評価モ

デルを理論に据えて、研修転移を促す研修成果可視化システムを開発した。 
システムで行うのは、実施された研修に関して、研修デザインの考え方や研修受講者の振

り返り等のデータを収集し、それらのデータをもとに、指導主事に対しては研修転移に資す

る研修デザインのヒントを、受講者に対しては校内の実践に資する自他の学びを、それぞれ

可視化していくことである。そのためのシステムの機能は次の 4 点である。 
・機能１：研修受講者（教員）の研修受講後の振り返りデータの収集 
・機能２：指導主事の研修デザインに関するデータの収集 
・機能３：指導主事に対する、他の研修との比較結果の可視化 
・機能４：研修受講者に対する、他の研修受講者の学びの様子の可視化 

これらの機能によって期待される学びは次の通りである。 
指導主事は、自己の研修で得られた手応えと、実際の反応とのズレを捉え、自覚的な振り

返りの難しい事項を意識的に改善しようと試みることが可能となる。加えて、指導主事は、
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自身の研修デザインの自己評価と他の主事の自己評価との比較を通じて、継続すべき効果

的な工夫を見出す可能性があると言える。 
一方で、受講者である教員は、研修転移支援シートを通じて他の受講者の考えやコメント

に触れることで、自己の学びを振り返り、持論化や現場での実践が促進されるものだと推察

される。  
今後、さらにシステムを運用していくことで、より多くの研修に関する指導主事及び教員

のデータの蓄積が可能となり、それによって、より確かな研修評価のフィードバックが可能

になると考えている。また、教員へのフィードバックに関して、将来的には生成ＡＩなどに

よる、リフレクションの分析結果を研修転移支援シートに掲載することも検討している。 
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付録 

 
図 Z-1 『教師が育つ、現場が変わる「研修転移」を促す研修デザイン』（横浜国立大学教

育学研究科，横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）p.1 
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図 Z-2 『教師が育つ、現場が変わる「研修転移」を促す研修デザイン』（横浜国立大学教

育学研究科，横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）pp.2-3 
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図 Z-3 『教師が育つ、現場が変わる「研修転移」を促す研修デザイン』（横浜国立大学教

育学研究科，横浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）p.4 
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図 Z-4 『「研修転移」を促す研修成果可視化システム』（横浜国立大学教育学研究科，横

浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）p.1 
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図 Z-5 『「研修転移」を促す研修成果可視化システム』（横浜国立大学教育学研究科，横

浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）p.2-3 
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図 Z-6 『「研修転移」を促す研修成果可視化システム』（横浜国立大学教育学研究科，横

浜市教育委員会事務局教職員人事部教職員育成課, 2024）p.4 
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  本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業と

して、《受託者の名称》が実施した令和４年度教員研修の高度化に資する

モデル開発事業の成果を取りまとめたものです。 

従って、本報告書の複製、転載、引用等には文部科学省の承認手続きが

必要です。 
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